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第
82
条
で
、
新
基
準

原
付
バ
イ
ク
の
区
分
が
追
加

さ
れ
て
い
る
が
、
所
有
者
の

年
額
２
千
円
の
税
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
今
後
、
排
気
量
50
㏄

以
下
の
原
付
バ
イ
ク
は
生
産

終
了
と
な
る
。
排
気
量
が
上

が
っ
て
も
、
最
高
出
力
が
4.0

kＷ
以
下
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

税
負
担
は
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
承
認
）

　
　
　
課
税
限
度
額
が
基
礎

課
税
額
で
１
万
円
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
で
２
万
円
上

が
っ
て
い
る
が
、
負
担
す
る

側
に
と
っ
て
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
　
課
税
限
度
額
が
そ
れ

ぞ
れ
上
が
る
の
で
、
所
得
が

高
い
人
は
負
担
が
少
し
増
え

る
。
ま
た
、
軽
減
判
定
所
得

に
つ
い
て
は
、
判
定
所
得
が

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
前
年

と
同
じ
所
得
の
場
合
に
は
、

２
割
軽
減
や
５
割
軽
減
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
承
認
）

　
　
　
加
熱
式
た
ば
こ
税
に

つ
い
て
、
換
算
方
法
を
見
直

す
こ
と
で
市
の
た
ば
こ
税
が

増
収
に
な
る
の
か
ど
う
か
。

ま
た
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
喫

煙
者
の
負
担
は
増
え
る
の
か
。

　
　
　
今
ま
で
加
熱
式
た
ば

こ
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
よ
り

低
い
水
準
で
換
算
し
て
い
た

が
、
課
税
の
適
正
化
に
よ
り

段
階
的
に
見
直
す
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
数

が
減
ら
な
け
れ
ば
市
に
入
る

た
ば
こ
税
は
増
え
る
か
と
思

う
。
ま
た
、
今
回
の
改
正
で

加
熱
式
た
ば
こ
の
喫
煙
者
の

負
担
は
、
若
干
増
え
る
と
思

う
。

　
　
　
共
同
調
達
の
入
札
は
、

何
者
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
４
者
の
入
札
が
あ
っ

て
い
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

〈
福
祉
保
健
部
関
係
分
〉

　
質
疑
な
し

〈
市
民
生
活
部
関
係
分
〉

　
　
　
国
勢
調
査
の
調
査
員

は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に
お

願
い
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

調
査
に
関
す
る
情
報
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
取
り
扱
い
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
調
査
員
は
、
市
役
所

職
員
や
一
般
の
方
に
務
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
取
り
扱
い
に
関
し

て
は
、
中
身
を
知
ら
れ
た
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

封
筒
も
一
緒
に
渡
す
の
で
、

封
を
し
て
提
出
す
る
方
法
と
、

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る

方
法
が
あ
る
。
調
査
員
を
介

さ
ず
に
回
答
で
き
る
の
で
、

あ
る
程
度
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　
定
額
減
税
調
整
給
付

金
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
事

務
費
等
も
入
れ
て
約
２
億
３

千
万
円
の
補
正
予
算
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
対
象
者
数

や
、
ど
う
い
う
人
が
対
象
に

な
る
の
か
。

　
　
　
人
数
は
７
千
人
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
対

象
者
は
、
所
得
税
を
基
に
推

計
し
て
算
定
し
て
い
る
た
め
、

今
回
令
和
６
年
分
の
所
得
が

確
定
し
た
段
階
で
、
給
付
金

に
不
足
が
生
じ
た
方
が
対
象

に
な
る
。
事
業
専
従
者
に
つ

い
て
も
去
年
の
算
定
に
は

入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
追
加
給
付
で
該
当
す

る
方
が
出
て
く
る
か
と
思
う
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
分
〉

　
　
　
旧
北
有
馬
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
と
布
津

中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
入
札

の
後
に
増
額
す
る
と
い
う
こ

と
か
。

　
　
　
旧
北
有
馬
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
設
計
業
務
の

中
で
、
既
設
側
溝
が
転
倒
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
擁
壁
の
設

置
工
事
が
増
え
た
こ
と
と
、

客
土
関
係
の
増
額
に
よ
り
当

初
予
算
が
不
足
す
る
た
め
今

回
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
布
津
中
学
校
は
、
工

事
の
中
で
壁
面
の
タ
イ
ル
を

一
部
は
ぎ
取
っ
て
補
修
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
全
面
が

崩
壊
す
る
恐
れ
が
判
明
し
、

ま
た
、
は
ぎ
取
っ
た
と
こ
ろ

の
補
修
の
塗
り
込
み
が
予
定

よ
り
も
非
常
に
厚
く
な
っ
た

こ
と
で
増
額
と
な
り
、
今
回

の
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も

の
。

　
　
　
布
津
中
学
校
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
完
成
時
期
は
い

つ
頃
の
予
定
か
。

　
　
　
工
期
を
延
長
し
て
８

月
18
日
ま
で
に
し
て
い
る
が
、

今
回
の
分
で
も
う
１
か
月
ぐ

ら
い
延
ば
す
予
定
に
し
て
い

る
。

（
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決
）

日
向
栄
司 

委
員
長

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

・
承
認
２
件
を
承
認　

議
案
３
件
を
原
案
可
決

【
承
認
第
１
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
南
島
原
市
税

条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
）

【
承
認
第
２
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
南
島
原
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

【
議
案
第
33
号
】
財
産
の
取

得
に
つ
い
て（
公
立
学
校
情

報
機
器
整
備
事
業
に
お
け

る
Ｐ
Ｃ
端
末（Chrom

e
book

）共
同
調
達
）

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

【
議
案
第
32
号
】
南
島
原

市
税
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
34
号
】
令
和
７

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）
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令和７年 第２回定例会で意見が分かれた議案の採決

○：賛成　×：反対

議 席 番 号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 17 18

議決結果議案番号

寺
澤
佳
洋

松
本
添
花

日
向
栄
司

井
上
修
一

田
中
克
彦

末
続
浩
二
郎

永
池
充
宏

酒
井
光
則

中
村
哲
康

髙
木
和
惠

隈
部
和
久

林
田
久
富

松
永
忠
次

小
嶋
光
明

黒
岩
英
雄

吉
岡　

巖

田
中
次
廣

議案第34号 原案可決

議案第36号 原案可決

議案第37号 原案可決

同意第２号 同 意

令和７年６月17日

議案番号

議案第35号

件 名 議 決 年 月 日 議決の結果

令和７年 第２回南島原市議会定例会議決一覧

南島原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について 原案可決

令和７年６月23日報告第５号 令和６年度南島原市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 受　　理

令和７年６月23日報告第６号 令和６年度南島原市水道事業会計予算繰越計算書の報告について 受　　理

令和７年６月23日報告第７号 令和６年度南島原市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について 受　　理

令和７年７月４日承認第１号 専決処分の承認を求めることについて
(南島原市税条例の一部を改正する条例について） 承　　認

令和７年７月４日承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
(南島原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 承　　認

令和７年７月４日議案第32号 南島原市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和７年７月４日議案第33号 財産の取得について（公立学校情報機器整備事業におけるPC端末（Chromebook）共同調達） 原案可決

令和７年７月４日議案第34号 令和７年度南島原市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

令和７年７月４日議案第36号 損害賠償に係る調停に代わる決定及び損害賠償の額の決定について 原案可決

令和７年７月４日議案第37号 令和７年度南島原市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

令和７年７月４日同意第２号 副市長の選任について 同　　意

令和７年７月４日議員派遣について 決　　定

令和７年７月４日閉会中における各委員会の継続調査申出について 決　　定

賛
否
討
論

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
反
対
討
論
〕
以
前
、
北
有

馬
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
欲
し

い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
で
も
４
千
万
円
ぐ

ら
い
の
解
体
費
だ
ろ
う
と
思

っ
た
が
、
約
８
千
万
円
と
い

う
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
欲

し
い
人
が
い
た
の
に
、
も
う

少
し
こ
こ
を
活
用
し
た
ほ
う

が
よ
か
っ
た
と
思
う
。
今
い

ろ
ん
な
面
で
本
市
は
財
政
も

な
か
な
か
厳
し
い
と
い
う
声

も
あ
る
。
承
認
で
き
な
い
。

〔
反
対
討
論
〕
事
前
に
本
人

に
説
明
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

こ
の
損
害
賠
償
金
に
対
し
て

は
、
市
が
負
担
す
る
だ
け
で

な
く
、
本
人
か
ら
取
る
と
い

う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
、
私

は
本
人
の
気
持
ち
が
分
か
ら

な
い
の
で
承
認
で
き
な
い
。

【
議
案
第
34
号
】令
和
７
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
議
案
第
36
号
】損
害
賠
償

に
係
る
調
停
に
代
わ
る
決

定
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

決
定
に
つ
い
て


